
（平成22年10月）(8)(№118) 知名町議会だより

関
の
方
々
と
整
備
検
討
委
員
会

を
開
催
し
意
見
を
取
り
入
れ
整

備
構
想
の
青
写
真
を
描
く
。

　
　
　
　

住
吉
海
岸
の
砂
流
失

　
　
　

防
止
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　

町
長
＝
沈
砂
地
の
工

　
　
　

事
を
十
月
中
に
着
手
し
、

砂
流
出
防
止
対
策
を
講
ず
る
。

　
　
　
　

住
吉
に
出
来
る
処
理

　
　
　

場
の
排
水
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　

町
長
＝
土
壌
被
覆
型

　
　
　

接
触
ば
っ
気
方
式
で
生

活
雑
排
水
を
浄
化
し
、
そ
の
処

理
水
に
つ
い
て
は
処
理
場
前
面

の
町
道
側
溝
に
放
流
し
ま
す
。

放
流
さ
れ
た
処
理
水
は
、
町
道

住
吉
大
山
沿
線
に
建
設
さ
れ
る

沈
砂
地
に
流
入
し
そ
こ
で
地
下

浸
透
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

学
校
の
空
き
教
室
を

　
　
　

一
般
利
用
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　

教
育
長
＝
国
・
県
へ

　
　
　

の
教
室
の
目
的
外
使
用

の
申
請
も
含
め
、
相
当
な
理
由

が
な
い
と
許
可
さ
れ
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
国
庫
補
助
を
受

け
て
整
備
し
た
学
校
施
設
を
補

助
目
的
に
反
し
て
財
産
処
分
す

る
際
に
は
、
原
則
と
し
て
補
助

金
相
当
額
の
国
庫
納
付
が
必
要

で
す
が
、
補
助
事
業
完
了
後
十

年
を
経
過
し
た
校
舎
等
に
つ
い

て
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
場
合

は
国
庫
納
付
金
を
不
要
と
す
る

取
り
扱
い
も
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

空
き
教
室
の
事
例
と
し
て
、
郷

土
資
料
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所
等

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

町
政
懇
談
会
に
つ
い

　
　
　

て
。

　
　
　
　

町
長
＝
町
政
懇
談
会

　
　
　

を
実
施
し
た
最
近
の
状

況
は
、
平
成
二
十
年
五
月
十
八

日
〜
六
月
二
十
九
日
か
け
て
行

っ
て
い
ま
す
。
会
場
を
八
つ
に

分
け
、
二
百
三
十
九
名
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
様
々
な

分
野
か
ら
の
質
問
又
は
意
見
等

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
声

を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
等
を
考

え
る
と
、
開
催
時
期
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り 有川董温議員

町
長
…
郡
内
他
市
町
村
の
状
況
を
み
て
か
ら
検
討
。

家
庭
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
支
援
は
。

家
庭
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
支
援
は
。

家
庭
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
支
援
は
。

答 
弁

質 

問

ま
す
。

　
　
　
　

小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
と

　
　
　

も
言
わ
れ
、
小
学
校
入

学
直
後
の
児
童
が
教
諭
の
話
を

聞
か
な
か
っ
た
り
、
授
業
中
に

立
歩
く
な
ど
落
ち
着
か
な
い
状

態
に
な
る
、
不
適
応
状
況
が
入

学
直
後
の
四
月
や
夏
休
み
後
の

九
月
に
あ
る
と
聞
く
が
、
本
町

に
も
こ
の
よ
う
な
児
童
が
い
る
か
。

　
　
　
　

教
育
長
＝
各
小
学
校

　
　
　

の
一
年
生
の
様
を
学
校

長
に
聞
い
た
り
、
直
接
見
た
り

し
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
お
い

て
そ
の
よ
う
な
児
童
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
に
つ

い
て
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
と

小
学
校
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い

て
い
け
な
い
、
教
師
が
実
態
を

し
っ
か
り
把
握
で
き
ず
に
指
導

が
か
み
合
わ
な
い
な
ど
様
々
な

要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
仮
に
、

そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
は
担
任
一
人
に
任
せ
ず
、

管
理
職
を
中
心
に
授
業
の
サ
ポ

ー
ト
や
個
別
の
指
導
な
ど
の
協

力
体
制
を
取
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

宮
田
橋
か
ら
沖
校
に

　
　
　

通
じ
る
三
又
路
の
斜
面

が
急
に
落
ち
込
ん
で
い
る
た
め

危
険
で
あ
る
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
い
か
に
。

　
　
　
　

町
長
＝
当
地
区
は
昭

　
　
　

和
五
十
年
代
に
基
盤
整

備
地
区
で
整
備
が
行
わ
れ
、
ほ

場
整
備
同
時
に
道
路
も
整
備
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
箇

所
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
確
認

後
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

家
庭
用
太
陽
光
発
電

　
　
　

シ
ス
テ
ム
の
支
援
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　

町
長
＝
家
庭
用
太
陽

　
　
　

光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対

策
補
助
金
が
kw
、
七
万
円
で
上

限
十
kw
、
鹿
児
島
県
の
推
進
事

答 

弁
質 

問

答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問

質 

問
答 

弁
住
居
跡
地
等
を
地
上
に
復
元
展

示
す
る
方
法
や
、
覆
屋
を
建
設

し
実
物
遺
構
を
屋
内
に
展
示
す

る
方
法
な
ど
様
々
な
手
法
が
あ

り
ま
す
。
検
討
委
員
会
の
整
備

方
針
に
よ
り
、
遺
跡
周
辺
に
資

料
館
的
な
施
設
を
整
備
す
る
の
か
、

簡
易
な
説
明
施
設
を
設
置
し
、

将
来
的
に
資
料
館
を
別
の
場
所

に
建
設
し
総
合
的
な
文
化
財
等

の
展
示
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　

貝
塚
の
整
備
活
用
検

　
　
　

討
委
員
会
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　

町
長
＝
手
続
き
等
に

　
　
　

関
係
す
る
行
政
関
係
者

を
中
心
と
し
た
企
画
委
員
会
を

開
催
し
て
本
年
度
中
に
町
内
の

行
政
、
民
間
有
識
者
、
関
係
機

質 

問
答 

弁
質 
問

質 

問
答 

弁
答 

弁

住吉貝塚の遺物


